
事業者名：株式会社ブレスビット　事業年度：28年度

当社は、汎用機からPCに至る様々なハードウェアに
対応したソフトウェアの開発・販売・コンサルティング
を実施。多様化する顧客ニーズに的確に応え、ニー
ズが高まるデータウェアハウス（DWH）構築にも提案
から移行・保守までのトータルサービスを提供。なか
でも大量のデータからの分析・シュミレート・分析シス
テムを長年企業と共同で研究開発を行ってきた。都
市銀行向けには「リスク分散管理システム」、自動車
メーカー向けシステムでは設立時から車載カメラから
の情報を使って車両制御システムを基礎研究・実証
実験・市販モデル構築まで携わった。また、観光案
内アプリ「Dokoiku?」や病院外来患者呼出しシステ
ム等も展開している。

高齢化により介護の人手不足は今後更に顕著になり、
現場の効率化を図ることは急務と言える。当事業の
最大の成果は、使用言語や環境が異なる医療と介
護の両分野の現場の声に着目し、その悩みを反映し
た情報共有システムを構築したことである。社会情
勢やニーズに合ったツールであり、今後の拡大に期
待したい。
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▲訪問看護・介護支援システム（患者管理機能）

▲AIによる疾病判定機能
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テ
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介
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携
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携
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携
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介
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療
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テ
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介
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搭
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。

事業テーマ：在宅療養支援病院と地域医療・介護施設を結んだ地域医療包括連携の実現

▲今回のアプリ開発について語る代表取締役の達知強志氏
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介
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き

▲訪問ルート（スケジュール自動作成機能）

会社名 株式会社ブレスビット

事業計画の概要

在宅療養後方支援病院とかかりつけ医療の診療情報を患者毎に管理し、 診療情報交換や定期カ
ンファレンスをサポート。更に訪問看護・介護事業者のサービスと連携してデータを共有し、基幹
病院から居所型施設までと上流から下流までを結んだ情報ツール・地域医療包括連携サービスメ
ニューを整備した。

補助事業のきっかけ

当社は横浜中央病院との繋がりが強く、2016 年秋に「横浜市 ICT を活用した地域医療連携ネッ
トワーク推進モデル事業」 に当社システムが採択された。この基幹病院への導入をきっかけに、
今後急速に訪れる高齢化社会において当社技術を応用することは現場ニーズに適していると実
感。医療・福祉分野への事業展開、自社製品を今後の事業の柱の1つにしたいと考えた。

事業化状況

保険点数の変更対応に半年程かかったが、既にシステムの告知・営業を行っており、働き方改革
が求められる介護・医療分野向けに訪問看護・介護支援機能を導入してもらうよう社会福祉法人と
の連携を模索している。
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